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支
部
自
農
業
主
ホ

崎
伊
豆
十
四
巻

ブL

O 

第

現

ブL

O 

支

，J( 

農

業

那

の

喝、、、.

山

!時

武

雄

文
那
は
、
全
人
口
の
約
四
分
の
三
が
農
業
K
従
事
し
て
ゐ
る
農
業
園
で
あ
る
。
農
民
は
、
自
然
と
別
々
な
現
象
と
し
て
存
在
す
る

白
で
は
な
〈
、
草
一
宏
有
機
的
危
全
纏
と
し
て
、
す
べ
て
を
包
括
す
る
統
一
を
注
す
ほ

E
、
大
地
に
燃
〈
棋
を
下
し
、
古
来
白
農
耕

方
訟
を
今
倫
ほ
墨
守
し
て
集
約
的
た
る
小
農
粧
替
を
行
っ
て
ゐ
る
。

己
の
土
地
と
人
と
の
不
動
心
結
合
が
、
支
那
農
業
祉
舎
を
特
質
付
け
て
ゐ
る
が
、
そ
の
自
然
的
環
境
は
半
年
づ
っ
交
格
ず
る
季
節

風
に
支
配
さ
れ
、
自
然
白
暴
威
は
歴
史
上
に
沿
い
て
も
大
き
な
暗
影
を
投
げ
て
ゐ
る
。
就
中
、
古
来
「
治
水
印
治
園
L

と
さ
へ
云
は

れ
、
水
白
問
題
は
極
め
て
重
要
な
る
意
義
を
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
の
貼
に
閲
し
て
は
、
大
規
模
濯
淑
と
治
水
事
業
と
が
東
洋
祉

舎
を
特
質
付
叫
り
る
物
質
的
た
る
基
礎
的
決
定
保
件
で
あ
る
と
す
る
「
水
の
理
論
」
が
有
力
に
提
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
こ
白

小
論
に
於
い
て
は
、
水
が
現
在
支
却
に
於
け
る
農
業
生
産
に
謝
し
て
如
何
た
る
意
義
を
有
す
る
か
の
問
題
に
限
定
し
之
を
明
に
し
た

ν、。
水
利
問
題
白
支
那
農
業
生
産
方
法
に
奥
へ
た
影
響
は
そ
れ
が
政
治
に
奥
へ
た
程
明
瞭
な
も
白
戸
一
は
認
め
ら
れ
歩
、
且
つ
南
方
白
水

岡
地
帯
で
は
濯
概
が
農
業
生
産
方
法
の
基
本

E
居
摘
す
の
で
あ
る
が
、
北
方
の
畑
作
地
帯
で
は
そ
れ
程
重
要
で
友
〈
、
菜
園
等
の
僅
少

白
地
積
以
外
は
全
く
自
然
任
せ
の
欣
態
に
あ
ゐ
。
と
は
云
へ
、
濯
瓶
の
問
題
は
車
に
水
田
と
畑
作
と
白
生
産
方
法
の
差
異
D
問
題
と
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し
て
よ
り
も
、
寧
る
農
業
生
産
の
諸
僚
件
及
び
雨
者
の
経
昔
、
企
の
も
の
と
の
よ
り
具
惜
的
た
る
閲
聯
に
於
い
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば

た
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

支
那
は
、
，
自
然
的
・
枇
舎
的
諸
傑
件
に
よ
り
、
秦
嶺
山
脈
と
准
河
と
を
結
ぶ
線
を
境
界
止
し
南
北
二
地
方
に
大
別
さ
れ
て
ゐ
る
。

己
申
一
也
分
は
、
大
穂
農
業
生
産
上
白
諸
要
素
に
よ
る
パ
ア
ク
白
水
稲
地
帯
・
小
萎
地
帯
の
分
類
忙
照
臆
す
る
。
我
々
も
こ
白
人
刀
類
に

従
っ
て
、
ま
づ
岡
地
域
に
於
け
る
濯
概
問
題
を
考
察
し
、
つ
い
で
農
業
生
産
に
針
し
て
極
め
て
重
要
注
影
響
を
興
へ
る
洪
水
・
早
越

(
ホ
白
過
多
と
過
少
)
白
問
題
に
ふ
れ
る
己
と
a
A

ず
る
。

北
支
に
於
い
て
は
、
小
萎
・
粟
・
高
梁
宜
主
要
作
物
と
す
る
三
年
三
毛
作
制
忙
よ
る
畑
作
経
替
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
濃
慨
し
う
る

耕
地
は
西
北
に
於
い
て
は
綿
耕
地
面
積
白
八
・
八
%
で
あ
り
、
河
北
・
山
東
・
河
商
白
北
方
平
原
は
五
・
七
%
を
占
む
る
に
過
ぎ
た
い
。

米
作
は
、
天
津
郊
外
の
ほ
か
、
小
規
模
に
山
東
省
の
情
南
附
近
、
北
京
白
「
夏
宮
」
の
周
園
、
山
西
省
太
原
の
南
方
、
西
北
支
郊
の

湛
概
さ
れ
た
沃
地
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
米
作
の
行
は
れ
え
た
い
決
定
的
原
凶
は
瀦
蹴
用
水
の
不
足
で
あ
ら
う
。

北
支
農
業
の
瀧
概
問
題
に
就
い
て
は
、
ま
づ
司
令
一
の
自
然
的
諸
傍
件
を
考
察
し
た
貯
れ
ば
た
ら
な
い
。

作
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
農
業
気
象
は
、
降
水
量
・
気
温
・
日
開
…
等
で
あ
る
が
、
誌
で
は
給
水
の
源
と
し
亡
の
降
水
量
を
封
象
と
す

る
ロ
支
部
の
雨
量
は
南
東
に
多
〈
西
北
に
準
む
に
従
っ
て
減
少
す
る
o

北
支
に
於
い
て
は
年
平
均
五
三
五
粍

K
L
て
、
そ
の
平
均
増

減
範
園
は
三
三
五

l
八
九
七
粍
に
わ
た
り
、
年
々
の
雨
量
の
礎
化
は
著
し
い
。
雨
量
の
約
一
一
一
分
白
二
は
夏
季
に
あ
り
、
冬
季
に
は
僅

か
二
十
分
の
一
位
し
か
降
ら
な
い
。
秋
-
春
の
そ
れ
は
略
同
重
で
あ
り
、
冬
季
よ
り
は
多
い
と
は
い
ふ
も
の

L
な
ほ
極
め
て
砂
〈
)

作
物
の
植
付
に
適
時
国
な
時
期
を
濯
ぶ
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
・
不
適
昔
、
な
撤
庄
の
た
め
に
成
育
を
阻
害
さ
れ
る
乙
と
が
多
問
。

支
部
白
農
業
と
ホ

俸
五
十
四
巻

ブL

勢

鵠

ブL

張。b一、中閣農業概況佑計、 II頁。
J. B 正ressey: ibid. p. 101 邦詩、 '5'頁。
J. L. Buck: I~and utilization in China. p. 110-口三輪苧、加藤健共謀、支
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支
那
の
農
業
と
ホ

第
五
十
四
巻

ブL

第

旗

ブL

而
も
夏
季
に
集
中
す
る
雨
予
ぽ
騒
々
短

H
聞
に
降
り
、
西
北
に
於
て
特
に
茜
し
い
。
そ
れ
は
土
地
を
侵
蝕
し
爆
設
的
た
洪
水
を
も
た

ら
し
、
そ
白
上
、
本
気
白
乾
燥
と
不
断
の
風
と
に
土
る
高
茸
蒸
殻
度
、
鋼
、
霜
期
聞
の
短
さ
等
と
相
侯
っ
て
農
業
生
産
の
僚
件
を
更
に

《
併
問
一
、

不
利
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
か
も
ゐ
る
降
水
量
の
事
情
は
北
支
に
於
け
る
畑
作
粧
替
に
勤
し
で
も
人
工
品
開
概
hu
重
要
注
ら

L
め
る
か

(
註
一
)
蓋
し
年
降
水
量
五
百
粍
以
上
回
地
方
は
概
ね
安
全
に
耕
作
し
ろ
る
が
、
そ
円
矯
に
は
全
量
が
各
期
に
摘
慣
に
分
間
さ
れ
る
と
3

と
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
降
水
1
7一
要
ナ
る
期
日
は
作
物
の
種
類
・
土
壌
の
性
歌
及
官
降
水
町
温
度
に
闘
し
て
異

hv
刑
へ
同
小
容
は
梼
鼎
刊
の
前
に
貴
分
な
る
棟
木
を

必
要
と
す
る
。

西
北
は
黄
土
高
原
に
て
、
北
方
平
原
は
河
か
ら
沈
澱
せ
る
沖
積
土
と
再
積
黄
土
と
の
混
合
物
で
あ
る
。
と
の
北
支
土
壌
を
特
色
付

け
る
黄
土
が
、
単
に
自
然
白
景
観
の
み
左
ら
中
文
化
及
び
岡
家
の
歴
史
的
稜
展
に
叫
制
し
て
も
亦
章
一
要
在
る
影
響
を
興
へ
た
と
と
は
周

知
白
事
寅
で
あ
る
が
、
モ
れ
は
ま
た
農
業
生
産
に
封
し
で
も
特
殊
の
意
義
を
有
す
る
も
白
で
あ
る
。
黄
土
が
或
る
程
度
自
己
施
肥
の

作
用

E
有
す
る
こ
と
は
、
リ
ヒ
ト
ホ

1
フ
ヱ
ン
・
ワ
グ
ナ

l
等
に
よ
り
強
制
さ
れ
て
ゐ
る
。
己
の
自
己
施
開
の
現
象
は
、
十
分
な
る

濯
水
が
行
は
れ
た
揚
合
に
毛
細
管
組
織
に
よ
り
地
中
の
轡
養
素
を
上
昇
せ
し
め
る
と
と
に
上
っ
て
可
能
と
在
る
。
印
ち
黄
土
の
肥
沃

性
は
、
他
白
土
壌
以
上
に
、
十
分
友
降
水
に
依
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ

h
G
か
t
A

る
黄
土
の
特
性
は
、
気
候
の
よ
い
淵
暖
に
し
て
降
水

号
一
も
多
〈
施
肥
技
術
幼
稚
に
し
て
粗
放
経
潜
在
行
ひ
た
る
農
業
吐
曾
に
於
い
て
は
重
要
在
る
意
義
を
有
し
た
で
あ
ら
う
。
併
し
現
在

忙
於
い
で
は
か
〈
白
如
き
黄
土
空
局
い
自
然
的
盟
皮
や
潜
概
に
よ
る
施
肥
作
用
に
も
拘
ら
や
北
支
那
の
農
業
は
、
人
工
施
肥
た
し
に

は
成
立
し
左
い
が
故
に
、

我
々
は
黄
土
白
自
己
協
肥
作
用
を
徐
り
に
も
高
く
評
慣
す
る
と
と
は
州
来
な
い
。

黄
土
の
垂
直
に
排
列

さ
れ
た
毛
細
組
織
か
ら
生
や
る
諸
結
阿
武
の
一
は
賞
土
が
悔
綿
白
如
〈
水
を
吸
牧
す
る
こ
と
で
あ
り
、
本
来
の
黄
土
品
川
帯
に
は
湖
水
が

存
在
し
・
泣
い
♂
己
れ
低
水
源
白
乏
し
い
北
文
民
於
い
て
降
水
宜
の
少
量
と
相
侯
っ
て
樫
減
の
可
能
性
を
低
め
て
ゐ
る
。
向
ほ
北
支
の

土
壌
は
ア
ル
カ
リ
性
強
苦
た
め
、
排
水
施
設
を
た
す
と
共
に
、
腕
賊
作
用
を
施
す
べ
き
充
分
な
る
溢
水
が
紹
射
に
必
要
で
あ
ら
う
。

稲垣乙丙著、新縮、農業気象事、 455-56頁参照。
w. Wagner: Die Chin計四h，L凶 wi出 chaft.S.5佐官宅殺害中園農書上巻・75頁
満餓農業部編、北支那紐時綜種、 ZI2頁。
9ヒトホ戸フエン、佐藤晴生謬、支那黄士、満鍛調査月報、第二十巻、第二披

)
)
)
)
 

4
5
6
7
 



要
之
、
北
支
に
於
け
る
濯
瓶
地
は
綿
耕
地
面
積
の
一

O
%
に
足
り
た
い
が
、
北
支
農
業
は
そ
の
生
産
を
確
保
す
る
感
に
は
、
自
然
的

諸
保
件
よ
り
し
て
も
人
工
濯
慨
が
本
質
的
に
草
要
で
あ
ら
う
。
北
支
の
漉
翫
方
法
は
河
川
瀧
蹴
と
井
戸
濃
瓶
で
あ
る
。

支
郊
の
岡
家
は
黄
河
白
流
域
に
成
立
致
展
し
た
白
で
あ
る
が
、
そ
の
経
済
的
基
礎
た
る
農
業
生
産
力
の
維
持
増
進
む
た
め
、
古
来

渠
道
の
開
撃
を
行
っ
た
。
例
へ
ば
淫
水
の
鄭
凶
・
白
公
・
洪
口
の
各
渠
は
、
遠
く
秦
漠
時
代
に
開
か
れ
、
黄
河
流
域
は
人
工
渠
道
に

よ
る
湛
翫
が
行
は
れ
た
。
併
し
此
等
の
渠
道
は
豪
族
が
之
を
濁
占
し
、
或
は
漣
渡
せ
る
も
の
多
く
、
残
存
せ
る
率
一
夏
河
套
の
各
渠

に
於
い
て
も
瀧
瓶
商
積
は
各
々
百
高
畝
及
び
二
百
寓
畝
に
す
ぎ
た
い
。

満
洲
事
獲
を
契
機
と
す
る
図
民
政
府
の
西
北
開
護
運
動
白
一
翼
と
し
て
大
規
模
な
水
利
建
設
が
積
極
的
に
行
は
れ
、
特
に
限
西
・

円
註
ニ
V

甘
粛
雨
省
に
盛
で
あ
っ
た
。

(
註
一
一
)
険
西
省
白
水
利
建
設
は
民
囲
二
十
三
年
よ
り
開
始
し
完
成
せ
る
渠
遣
は
揺
恵
・
滑
車
・
梅
悪
・
織
女
・
漢
恵
白
各
渠
に
し
て
、
大
な
る
も
白

は
二
百
早
に
遣
し
、
総
槌
紙
面
積
は
一
三
七
寓
畝
に
及
ぶ
。
二
十
七
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
漢
恵
渠
護
班
地
域
内
白
木
岡
地
慣
は
平
均
毎
畝
約
八
十
一
耳
、

早
地
は
同
十
元
に
し
て
、
水
田
は
毎
畝
純
牧
益
二
十
元
、
早
地
六
、
七
元
で
あ
る
。
情
ほ
そ
の
他
の
渠
道
の
工
程
に
渚
手
し
奮
渠
の
改
博
も
行
っ
て

ゐ
る
。
甘
繭
白
木
利
建
設
は
全
園
経
済
委
員
曾
由
補
助
に
よ
り
民
困
ニ
十
七
年
挑
高
架
を
完
成
し
謹
蹴
地
三
寓
畝
俸
を
え
た
。
何
ほ
浬
恵
・
滞
惑
を

起
工
し
奮
渠
白
改
修
も
行
っ
て

b
h。

併
し
西
北
に
於
い
て
特
に
重
要
注
る
も
の
は
河
套
地
匝
の
濯
瓶
で
あ
ら
う
。
と
の
地
方
は
道
光
三
十
年
以
後
開
拓
せ
ら
れ
た
。
移

住
民
は
私
有
の
渠
道
を
附
撃
し
た
が
、
渠
は
往
々
数
十
年
の
歳
月
と
数
十
寓
の
費
用
を
裂
し
、
ト
ヘ
幹
渠
九
(
後
一
渠
は
齢
塞
)
小
幹
渠

二
十
後
遺
を
聞
き
瀧
田
千
百
頃
を
え
た
。
光
緒
二
十
九
年
渠
道
は
省
政
府
の
所
有
に
師
し
、
民
闘
九
年
に
至
り
綬
逗
都
統
の
部
下
が

濯
同
公
枇
の
名
義
に
て
犬
斡
渠
を
請
負
ひ
、
，
次
い
で
五
原
の
紳
査
が
水
利
公
司
及
び
興
農
祉
を
組
織
し
之
主
請
負
っ
た
が
、
水
利
事

業
は
改
進
さ
れ
な
か
っ
た
。
民
図
十
七
年
犬
幹
渠
は
各
地
方
人
の
組
織
せ
る
水
利
公
枇
の
公
有
と
決
定
し
、
制
柑
遠
建
設
聴
に
直
隷
せ

帯
一
一
理

支
那
田
農
業
ル
」
ホ

第
五
十
四
巻

ブL

ブじ

張合英樹、黄河志、第三編、*文工程、 51-2頁。
中岡之水利、糎酔肝究、第二番、帯十二期、 107--13頁事照。
盤台英編、前掲書、 72-3頁。
同書、 79頁。
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支
那
白
農
業
と
ホ

第
五
十
問
巷

策

強

ブu
凹

ブL

E且

る
水
利
管
開
局
の
競
替
の
下
に
之
を
絞
斡
ず
る
己
と
L
友
っ
か
。
現
在
犬
幹
渠
は
十
一
あ
り
一
一
栄
を
除
〈
外
す
べ
て
公
有
で
あ
る
。

各
渠
の
経
比
百
費
は
毎
年
夏
と
秋
の
聞
に
作
付
開
積
を
測
り
平
等
に
負
推
せ
し
め
、
毎
頃
年
五
一
冗
と
し
そ
の
牢
は
水
利
管
理
費
に
充
て
、

半
は
水
利
公
刷
の
経
替
費
と
す
か
。
小
な
る
渠
道
は
三
十
あ
り
此
等
は
謹
〈
私
有
で
あ

L
o
渠
逝
の
所
有
者
は
水
租
を
徴
牧
ず
る
。

己
の
地
方
は
大
土
地
所
有
形
態
が
多
〈
、
商
業
高
利
貸
資
本
の
強
い
支
配
は
、
家
・
漢
の
民
族
的
関
係
と
関
聯
し
て
特
殊
な
る
土
地

川
町

所
有
形
態
を
構
成
し
て
ゐ
る
。

山
漠
或
は
小
河
川
の
水
を
摂
止
め
或
は
開
渠
導
入
し
て
濯
慨
す
る
小
規
模
な
河
川
護
慨
は
、
北
部
各
地
に
庚
〈
存
在
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
河
北
省
の
京
漢
線
四
部
白
山
地
と
平
地
と
の
境
界
均
帯
、
山
西
省
の
諸
河
川
の
貫
流
す
る
渓
谷
等
に
於
い
て
行
は
れ
て
居

り
、
と
れ
は
地
方
農
民
の
協
力
に
装
い
て
比
較
的
僅
少
左
弊
力
及
び
費
用
に
よ
っ
て
行
は
れ
も
。

-
弐
に
注
目
す
べ
き
は
黄
河
下
流
の
虹
吸
管
に
よ
る
濯
瓶
方
法
で
あ
る
。
民
園
二
十
三
年
山
東
建
設
聴
が
爾
岸
を
調
費
し
、
沙
械
地

一
寓
六
千
徐
頃
で
あ
っ
た
の
で
、
歴
域
白
王
家
梨
行
、
費
東
と
青
域
の
境
の
馬
問
子
生
叶
に
虹
吸
管
を
設
置
し
た
。
馬
問
干
に
於
い
て

は
僅
か
十
日
間
に
そ
の
附
近
忙
黄
河
の
泥
水
を
漉
慨
す
る
と
と
千
徐
畝
に
達
し
、
不
毛
の
械
地
は
萎
畑
と
化
し
布
r

虻
吸
管
は
直
径

各
十
四
吋
よ
り
舟
八
吋
ま
で
六
穂
あ
り
、
債
格
は
三
千
元
よ
り
一
一
角
六
千
元
に
至
る
。
そ
の
建
設
費
は
品
川
入
吋
の
場
合
に
於
い
て
共

他
の
附
属
諸
設
備
を
も
含
め
て
約
七
高
四
千
元
で
あ
る
。

此
の
漉
概
方
法
は
、
開
懇
一
、
腕
蹴
作
用
と
共
に
謹
慨
を
同
時
に
行
ム
、
制
め
て
有
利
在
る
方
法
で
あ
る
。
事
務
直
前
に
は
「
資
何

虹
吸
工
科
勘
杏
一
周
」
が
、
河
南
の
開
封
よ
り
山
東
白
河
口
ま
で
途
一
斉
勘
し
て
、
河
北
省
沼
岸
六
ケ
庭
、
山
東
省
四
十
五
ケ
庭
、
河

南
符
九
ケ
出
掘
に
虻
吸
管
を
設
置
し
、
勝
来
此
白
計
到
に
よ
っ
て
二
十
二
高
四
千
頃
に
護
団

L
、
以
て
農
産
取
入
一
倍
一
一
千
二
百
寓
元

増
牧
を
企
闘
し
た
。

同替、 74頁。 13) 同書、 80頁。
新庄費光氏、智頭白猷莱聞事農業に於げる趨椛‘満瞳調査月報、博二十一巻、
第九娩参照。 15) 同氏、前掲論文。
掛盛粧著、中園ホ利良、 261-62頁。

12) 
14) 

16) 



*るに
戸とは北
泉いそ方
)ふの司二

が事大原
上情同部に
わ に量先Pカイト
多上三がい
〈り浬て
普井波は
及戸し常
'--.. ii曹たに
、@t概 の 水

闘が判で章
者行あ盟
主はる宮
本れが左
探て、る

獅ゐJlIl河
誹る下川
地。水乏
両山位し
精東がく
の・同I

p， I'T < 黄
0 ゴt 二 M
%岡米!if1:
以省乃域
ト:に至に
が於三分
姉 l け 米 布
下呂、し
ア陀瀕精て
利 f慨々ゐ
用は固た
の河米沼
津川の津
i慨 に i架 は
によ所雨

ある主主演
るよら ιl
k りば後
推も何決
定、底寒
さ制かし
れ2))下らて
、 7¥'( も 明
特の水白
に利が時
井用出代

山商建設聴、山東黄河市岸虹唖齢同工程計剤、ホ利用刊、第宜容、第五期。
天野党之助著、支那農業糎碑論、 t巻、 121-22頁。
W. ¥Vag'ner・a.a. 0.， S. 66 邦曹、引頁。
との問題は別自槽曹により具檀的に車扱ふであらろ。

戸
は
決
定
的
要
素
で
あ
る
。

(註
=
3

然
し
土
壌
が
ア
ル
カ
リ
性
強
〈
決
ホ
を
濁
出
せ
し
め
な
い
場
合
は
全
然
無
数
で
あ
る
。
地
下
水
位
も
地
方
に
よ
り
差
異
あ
WJ
換
租
的
に
は
考

へ
え
向
。

(
註
四
)
山
商
省
内
蕎
有
融
問
用
品
土
ハ
一
寓
骨
民
閤
十
四
年
中
昨
A

揖
樫
井
九
一
八
六
九
眼
民
岡
十
丸
年
度
二
一
九
八
六
六
限
?
の

h
o
問
北
市
左
側
へ
げ
情

苑

-
R牒
・

E
定
及
び
有
寓
許
附
近
は
、
開
骨
而
積
が
み
耕
地
町
六

O
出
目
上
に
建

L
、
#
同
検
円
各
朗
各
一
一
高
六
千
、
=
一
寓
、
ニ
寓

R
F
一
寓
限

で
る
る
叩

磐
井
事
業
の
普
及
設
建
は
比
較
的
最
近
の
と
と
に
し
て
、
車
洋
義
賑
舎
或
は
省
の
水
利
委
員
合
に
よ
っ
て
も
奨
脚
せ
ら
れ
た
。
濯

慨
井
戸
(
特
に
畜
力
用
槽
械
井
戸
)
は
多
〈
富
由
誌
の
所
有
に
属
し
、
貧
農
暦
は
窮
迫
せ
る
生
活
、
所
有
地
の
分
散
等
の
た
め
磐
井
が
困
難

で
あ
る
。
向
ほ
泉
に
よ
る
濯
概
も
済
南
附
近
及
び
京
漢
線
沿
線
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
か
。
渡
減
方
法
は
人
力
そ
の
も
の
に
よ

る
原
始
的
方
法
、
聴
輔
、
均
棒
、
入
力
或
は
斉
カ
に
土
る
み
爪
章
、
或
ほ
夫
代
的
を

Z
電
力
煙
府
間
等
品
積
事
様
で
あ
る
。
唯
材
凡
理
概
用

具
並
に
役
音
所
有
関
係
工
り
見
る
も
、
曲
提
出
哉
の
階
唐
別
に
土
り
、
湾
海
能
力
に
閲
し
て
明
友
弘
警
異
が
存
し
て
ゐ
る
。
品
川
限
、
米
作

以
外
の
耕
作
に
於
い
て
は
、
作
物
の
精
類
及
び
土
地
の
慨
般
に
上
り
概
め
で
異
れ
る
演
概
方
法
と
結
付
苦
う
る
が
、
開
則
と
し
て
は

塙
溝
濯
蹴

(
E
2
rロ
宮
呈
r
m
o
E
D開
)
が
行
は
れ
か
。

最
後
に
人
工
慨
濯
の
奥
へ
る
経
済
的
影
響
を
考
察
し
在
け
れ
ば
友
ち
た
い
。
第
一
位
人
工
濯
慨
を
行
ム
己
と
に
よ
っ
て
二
年
以
一
毛

支
那
の
農
業
と
市

第
五
十
四
巻

ブL
三五

第

腕

ブL
玉

17) 
18) 
19) 
20) 



支
部
の
農
業
主
ホ

第
五
十
四
巻

九
六

事

務

九
六

作
を
一
年
二
毛
作
に
輔
換
し
う
る
。
第
三
に
漉
淑
設
備
の
充
分
忙
行
き
届
い
た
農
作
物
と
然
ら
ざ
る
農
作
物
と
の
聞
に
は
、
牧
穫
の

上

ι全
く
大
き
左
開
き
が
生
や
る
。

土
地
別

レー

8き8止一

1富

無

、庇

4、

事F

一出
下

I上

岡田二|

00/¥.1:地
」三」三壬)"1

中 l泊
二 001地

l一色三)Orr-j 

il!l; 

地

地

作
物
別

『ド

玉

局架

黍

備
考

満
錨
北
支
担
調
調
査
所
編
、
北
支
農
村
概
況
調
査
報
告
(
ニ
)
一
八
八
頁
よ
り
。

E

の
鮪
に
闘
し
て
は
多
〈
の
報
告
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
満
錦
の
調
査
に
よ
れ
ば
右
の
様
友
数
字
が
現
れ
て
ゐ
る
。
荒
し
濯

翫
は
車
な
る
給
水
で
は
な
く
し
て
、
水
に
溶
併
せ
る
組
事
長
素
主
作
物
に
供
給
す
る
施
肥
作
用
を
も
品
目
む
意
味
に
於
い
で
軍
要
で
あ
る
。

人
エ
溢
慨
は
経
皆
の
集
約
度
を
高
め
る
が
、
同
時
に
施
肥
艦
減
へ
の
作
用
を
も
伴
ム
。
第
三
に

d
T害
の
多
い
北
支
に
於
い
て
は
、
人

工
海
瓶
に
よ
り
牧
穫
を
安
定
せ
し
め
る
と
止
が
出
来
唱
。
従
っ
て
濃
淑
地
の
収
益
を
無
糖
蹴
地
白
そ
れ
に
比
す
れ
ば
、
右
目
報
告
よ

り
よ
り
大
た
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
ま
た
と
れ
に
伴
っ
て
地
償
白
騰
貴
、
小
作
料
の
引
上
げ
等
も
必
然
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。

要
之
、
北
支
白
人
工
擢
満
は
現
在
濯
淑
而
積
小
な
り
と
雄
も
極
め
て
重
要
な
る
問
題
で
あ
ら
う
。
濯
概
し
う
る
飴
地
は
な
ほ
多
〈

残
さ
れ
て
ゐ
る
。
唯
だ
問
題
は
、
自
然
的
諸
傑
件
が
漣
慨
を
困
難
な
ら
し
め
る
り
み
な
ら
歩
、
農
家
は
経
桝
的
窮
迫
の
た
め
濯
枇
施

設
を
な
し
え
ヂ
、
園
内
の
混
飢
が
水
利
事
業
主
荒
鹿
せ
し
め
、
或
は
豪
紳
が
一
部
水
源
を
狽
占
す
る
等
枇
曾
的
要
凶
に
在
り
、
そ
れ

は
規
本
的
に
は
現
代
支
那
枇
舎
の
性
格
に
上
つ
で
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
問
題
で
あ
る
。

。
続
。

一
周

韓
同
市

F

H
巻
審

判
一
一
組

し
叶
成

一9第
車

。
一
、
撃

頁
月
報
周

目
、
骨
一

、
諭
農
第

質
問
園
、

要
恒
帝
舎

業
業
、
貝

農
農
前
委

主
東
具
利

北
山
農
水

、
、
那
国

編
編
主
農

局
官
、
省

務
宜
民
北

事
前
助
荷

主
情
之
、

北
純
一
克
ば

鍍
蛸
野
へ

満
禍
天
例

)
)
)
)
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南
支
の
主
要
作
物
は
米
で
あ
る
。
水
田
の
占
む
る
割
合
は
、
長
江
子
流
四
六
・
一
一
%
、
西
南
原
四
三
・
六
%
、
東
南
匝
六
了
三
%

で
あ
る
町
水
聞
は
指
税
能
力
を
よ
り
多
〈
も
ワ
関
係
よ
担
、
と
か
く
際
隠
さ
れ
一
般
に
低
〈
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
ず
そ
の
比
重
は
更

に
高
い
も
の
と
思
は
れ
る
。

稲
は
、
良
好
た
る
溜
蹴
さ
べ
あ
れ
ば
世
界
中
で
最
も
有
利
確
寛
た
る
穀
物
で
あ
る
。
農
民
連
は
他
の
如
何
た
る
作
物
よ
り
も
水
稲

を
好
ん
で
栽
培
す
る
。
彼
等
は
可
耕
地
で
あ
れ
ば
稲
を
作
付
け

L
、
丘
上
の
頂
上
に
水
田
が
あ
ゐ
己
と
さ
へ
あ
る
。
水
回
は
二
倍
の

収
穫
を
も
た
ら
す

O
み
な
ら
や
、
二
岡
、
三
岡
の
牧
穫

E
可
能
左
ら
し
め
る
。
併
し
稲
は
他
の
知
何
左
る
植
物
に

ιま
し
て
多
〈
の

水
、
而
も
統
制
あ
る
水
白
供
給
が
必
要
で
あ
る
。

一
O
C粍
前
後
に
あ
り
、
南
支
の
沼
岸
地
方
は
二

0
0
0粍
菜
、
栴
か

南
支

ι於
け
る
降
水
量
は
長
江
に
沿
ム
多
数
の
地
方
は
一

ち
精
蓮
隔
た
地
方
で
は
一
五

O
O粍
は
あ
っ
て
、
一
而
も
一
年
中
五
月
に
至
る
五
ヶ
月
は
雨
量
が
比
較
的
多
い
。
又
雨
量
の
務
率
も
北

支
那
と
臭
っ
て
少
〈
、
一
五
%
以
内
に
あ
る
か
ら
降
水
に
は
恵
ま
れ
、
水
岡
地
帯
と

L
て
好
僚
件
を
輿
へ
て
ゐ
る
吋
然
る
に
江
蘇
省

で
ほ
通
常
白
温
度
に
於
い
て
、
稲
田
成
熟
に
は
年
平
均
一
八

Q
O粍
の
水
分
主
必
要
と
し
、
更
に
南
白
地
方
で
は
、
一
一
暦
多
く
白
水

〔
註
一
)

を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
自
然
的
保
件
の
良
好
た
る
南
支
の
水
田
地
帯
K
於
い
て
も
人
工
濯
蹴
は
絶
謝
的
に
必
要
で
あ
ら
空
。

(
註
一
〕
稲
田
成
育
期
聞
に
要
す
る
櫨
概
用
水
量
は
川
稲
白
葉
面
白
蒸
発
作
用
問
株
岡
田
水
面
蒸
費
助
土
壌
の
漏
洩
に
よ
る
滅
量
を
補
給
L
四
面
に
ホ

を
拡
へ
る
に
必
要
な
水
量
で
あ
る
。
従
っ
て
天
候
・
土
磯
田
性
扶
・
穏
白
種
類
並
に
地
方
別
に
よ
り
甚
し
き
差
異
色
n
門
様
準
量
白
決
定
は
困
難
で
る

る
。
支
部
由
実
臨
場
由
試
験
に
よ
れ
ば
、
民
闘
二
十
三
年
度
雌
山
に
於
け
る
中
稲
(
柑
末
V
O
用
水
量
は
金
溜
蹴
水
量
九
O
七
・
ニ
六
粍
、
人
工
槌
蹴

ホ
量
八
四
七
・
一
六
粍
、
周
期
白
雨
量
六
0
・二
O
粍
で
島
P
、
三
十
四
年
度
同
則
自
同
一
保
仲
白
下
に
於
け
る
試
験
白
結
呆
に
よ
れ
ば
、
金
穂
蹴
水

量
丸
一
七
・
=
一
王
粍
、
人
工
樺
概
水
量
六
一
九
・
五
五
耗
、
周
期
白
雨
盤
二
九
七
・
八

O
粍
G
あ
h
。
右
白
試
験
に
明
』
な
る
抽
〈
自
然
自
降
水
よ
P

支
那
白
農
業
と
ホ

事事

就

ブh

七

第
五
十
四
巻

ブL

七

、
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天野元之助民、支那農業に於けるホの意義、満索、帯十七年、静八娘。
マヂヤール著、井上照丸語、支部農業組憐論、 49頁。
マヂヤール署、前掲書、 4'買。

， 

-<_""""，--~_，:-u..."_:~___ 一一一一 一→

)
)
)
)
 

5
2
3
4
 

2
 



支
那
白
農
業
主
ホ

第
五
十
四
巻

九
八
第
一
一
揖

ブb
z、

も
祉
官
的
な
る
人
工
憾
慨
が
よ
P
重
要
で
あ
る
と
恩
ぼ
れ
る
。
灘
蹴
の
使
白
完
全
な
る
所
で
は
、
降
水
は
血
要
で
な
〈
、
縮
施
は
米
作
の
技
術
で
あ

り
J

一
自
世
合
的
な
Z
問

題

で

あ

る

@

勺

甫
支
の
水
田
掛
川
帯
広
於
け
る
水
源
は
比
較
的
塑
宮
で
あ
る
。
揚
子
江
・
地
河
・
珠
山
礼
汲
ぴ
此
等
の
支
流
の
外
、
河
川
、
湖
沼
、
池

等
も
多
く
、
更
に
謹
河
が
非
常
に
主
〈
護
法
し
で
ゐ
る
、
特
に
建
何
(
ク
W
9
1

と
は
極
め
て
重
要
在
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

来
作
線
が
甫
捕
唱
し
試
南
が
米
作
。
中
心
と
夜
り
、
と
の
抽
域
白
支
配
が
岡
実
存
立
の
責
要
た
る
経
済
的
保
件
と
在
っ
た
の
に
拘
ち

+
、
政
治
上
町
首
都
政
戦
略
的
重
要
性
、
樹
脂
帆
と
政
治
上
の
惰
牲
に
上
旬
北
方
忙
拝
者
し
、

一
方
で
陪
米
安
の
風
習
捷
L
L
た
る
に
よ

り
.
江
南
の
米
世
北
支
虻
轍
品
目
ず
る
必
要
上
並
忙
軍
事
的
必
要
土
砂
犬
揮
河
ほ
開
墜
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

E
の
大
運
河
の
開
田
容
は
、

ま
た
同
時
に
護
班
白
可
能
性
を
増
ん
し
、
地
下
水
位
を
も
高
め
農
業
生
産
力
を
増
進
し
た
ー
か
く
し
て
米
産
額
は
非
常
に
増
加
し
、

江
南
の
地
は
よ
り
重
要
た
る
地
位
を
占
む
る
に
至
っ
た
。
米
産
額
の
増
加
と
云
つ
で
も
、
結
局
は
タ
リ
ー
ク
を
縦
横
に
割
っ
て
n

巧

問
を
作
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
の
利
を
表
す
事
で
、
従
わ
て
ク
リ
ー
ク
は
非
常
に
溌
建
し
た
の
で
あ
る
。
巧
聞
は
、
ク
リ
ー
ク
を
四

周
に
巡
ら
し
汗
岸
に
固
ま
れ
た
回
で
、
此
の
中
に
は
農
田
正
農
家
と
が
あ
り
、
夫
れ
向
身
南
町
落
の
一
軍
位
ム
」
見
ら
れ
る
。
時
間
内
の

農
家
を
特
に
坪
戸
と
云
品
。
坪
戸
は
共
同
の
責
任
を
以
っ
て
坪
岸
の
維
持
に
常
っ
た
も
の
で
あ
U
F
O

汗
団
自
分
布
欣
態
は
不
明
で
あ

る
が
、
タ
9

1
ク
白
普
及
に
劉
比
す
れ
ば
、
相
営
庚
い
範
固
に
亙
っ
て
存
在
す
る
で
あ
ち
ろ
と
思
は
れ
る
。

ク
J

1
ク
は
濁
概
用
水
を
供
給
す
る
の
み
で
在

f
、
遡
期
的
忙
河
底
か
ら
掘
り
山
附
さ
れ
る
泥
士
は
肥
料
と
し
て
撒
布
さ
れ
る
。
か

k
z巧
聞
の
構
成
は
、
国
再
落
の
形
態
を
規
定
し
、
士
抽
明
暗
一
藤
一
力
の
犬
さ
と
相
倹
っ
て
農
民
軒
震
性
せ
し
め
、
封
鎖
的
と
一
古
は
れ
る
村

落
の
緋
持
の
菜
穂
抽
日
商
社
た
オ
も
の
と
思
は
れ
る
。
ぞ
れ
ほ
夷
狭
の
侵
略
上
旬
売
れ
来
つ
点
目
瞬
間
史
的
並
陀
帥
調
附
保
件
に
主
つ
で
強

化
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
南
支
に
於
て
同
族
部
落
の
多
い
原
肉
の
一
も
か
L
る
駐
に
求
め
ら
れ
Z
で
あ
ら
号
。
併
し
乍
ら
他
方
忙
於

天野党之助氏、支那農業に於けるホ白意義、満豪、第十七年、第凡鵠。
マヂキール者、前掲書、 45貰。
永井威主郎著、日本稲作欝議、 4'4買以下参閥o
孫輔世lホ稲需水量試晩報告、ホ利月刊、第十巻、第ー期。
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て
、
水
岡
地
榊
が
農
業
生
産
力
犬
忙
し
て
高
率
地
代
牧
取
の
可
能
性
の
存
在
す
る
と
と
が
、
南
支
に
於
て
地
主
的
土
地
所
有
が
増
大

し
て
ゐ
る
一
原
因
と
云
は
れ
て
ゐ
る
叫

f

ク
リ
ー
ク
は
抜
手
江
下
流
の
デ
ル
グ
地
帯
に
最
も
良
く
蛮
達
し
て
ゐ
る
。
己
白
地
帯
白
ク
リ
ー
ク
袈
建
白
朕
況
は
、
キ
Y

グ
U
M

驚

嘆
し
つ
L
紋
述
し
て
ゐ
る
が
、
彼
は
一
一
高
五
千
哩
以
上
に
達
す
る
と
推
定
し
て
ゐ
る
。
更
に
西
方
揚
子
江
の
峡
谷
に
至
る
ま
で
、
安

徽
・
江
酉
・
湖
南
・
湖
北
の
各
省
も
極
め
て
庚
垂
範
固
に
沙
る
ク
リ
ー
ク
地
帯
を
有
し
で
ゐ
可
制
。
向
佐
ク
リ
ー
ク
が
交
通
運
輸

ρ
使

と
じ
て
軍
要
左
る
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
己
と
は
周
知
の
事
賞
で
あ
る
。

他
山
川
か
ら
の
氷
は
大
部
分
自
然
に
流
れ
落
ち
て
水
間
に
至
る
が
、
早
車
内
を
頻
繁
に
蒙
る
の
は
、
斯
様
に
池
沼
よ
り
灘
翻
せ
ら
れ
る

土
地
で
あ
る
。

一
西
方
四
川
赤
色
余
地
は
、
最
も
古
く
か
ら
人
工
濯
翫
の
行
は
れ
し
地
方
に
し
て
、
山
腹
を
庚
汎
に
利
用
し
て
梯
聞
を
治
築
し
て
ゐ

る
が
、
ー
特
に
成
都
卒
原
は
「
支
那
に
於
庁
、
最
も
注
目
す
べ
き
港
紙
組
織
」
で
あ
る
と
鵜
せ
ら
れ
て
ゐ
み
「
地
方
で
あ
る
。
ク
レ
ッ
シ
イ

も
、
「
成
都
平
原
は
、
満
額
四
地
と
雌
も
集
約
的
に
開
溌
さ
れ
、
ゴ
踊
一
開
撃
は
極
度
に
ま
で
押
し
詰
め
ら
れ
、
己
4
h
ほ
E
肥
沃
・
生
産

的
人
口
調
輯
た
農
業
品
川
院
は
他
に
あ
る
ま
い
。
と
の
繁
築
は
一
部
、
二
キ
百
年
前
の
偉
大
た
土
木
技
師
李
涼
と
そ
の
予
の
案
出
し
た

驚
く
べ
き
数
白
漉
翫
水
路
の
台
蔭
で
あ
る
。
瀦
肺
肺
で
は
、
竹
鎮
の
中
陀
丸
石
を
入
れ
、
と
れ
で
つ
〈
っ
た
一
時
的
の
ダ
ム
に
土
っ
て
、

己
れ
ら
白
濯
税
減
は
扇
赦
沖
積
地
全
慢
に
棋
が
る
や
号
に
分
流
ま
た
分
流
、
発
つ
に
も
別
れ
て
ゐ
て
、
か
〈
て
全
般
白
扇
欣
地
に
毎

年
水
が
蓮
ば
れ
る
J
と
漣
ペ
ー
て
ゐ
る
。

繭
建
の
南
部
及
び
雨
庚
地
方
は
略
バ
ν
ク
の
}
所
謂
水
裕
二
毛
作
匝
に
し
て
、
コ
一
毛
作
が
大
部
分
の
土
地
位
亙
っ
て
行
は
れ
、
支
那

忙
於
て
最
も
生
産
性
の
商
い
地
帯
で
あ
る
。
珠
江
デ
ル
グ
に
は
ク
リ
ー
ク
が
護
法
し
‘
そ
の
他
の
地
方
に
於
て
は
、
河
川

-m・
池

支
那
の
農
業
と
ホ

第
五
十
回
巷

第

親

ブL
I丸
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丸
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支
那
の
農
業
と
ホ

第
主
十
四
巻

第

捜

J

一0
0

O 
O 

或
は
浅
い
井
戸
等
に
よ
り
濯
棋
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
特
に
南
庚
の
人
々
は
本
質
的
に
水
農
で
、
乾
い
た
斜
面
の
利
用
に
つ
い
て
は
殆

E
経
験
を
有
し
て
ゐ
な
い
円
。
濯
搬
用
具
は
北
文
に
止
げ
る
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
特
に
軍
要
た
る
は
揚
子
江
下
流
D
デ
ル
タ
地
帯

に
b
け
る
近
代
的
瀧
蔽
方
法
で
あ
る
。
部
ち
民
間
並
に
政
府
機
関
に
よ
る
電
力
漕
減
が
行
は
れ
、
商
人
の
請
負
或
は
合
作
吐
組
織
に

よ
っ
て
建
替
さ
れ
て
ゐ
る
o

商
人
請
負
白
石
油
変
動
機
を
用
ふ
る
ポ
ン
プ
般
に
よ
る
濯
翫
弘
行
は
れ
で
ゐ
向
。
か
h
A

る
傾
向
は
支
那

農
業
の
近
代
化
の
一
側
両
と
も
見
ら
れ
う
る
が
、
併
し
乍
ら
己
の
近
代
化
は
農
業
者
自
砲
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
も
の
で
は
左
く
、
主

と
し
て
商
人
白
替
利
と
し
て
逗
管
さ
れ
て
ゐ
る
黙
に
問
題
が
あ
る
。

以
上
に
於
て
我
々
は
市
文
水
岡
地
帯
に
ゐ
砂
る
米
作
白
意
義
並
に
主
要
米
作
地
帯
に
長
け
る
人
工
海
搬
の
様
相
を
概
述
し
た
。
水

ノ
同
は
庚
〈
開
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
政
府
は
濯
概
繍
張
に
従
来
徐
り
考
慮
を
梯
っ
た
と
と
が
な
く
、
荒
廃
地
が
多
〈
存
在
し
、
濯
説
組

織
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
南
支
に
沿
い
て
は
同
族
部
落
の
多
い
こ
と
、
相
侠
っ
て
、
屡
々
水
利
曜
の
問
題
を
繰
っ
て
寸
械
矧
」
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。

瑛
州
の
デ
ル
タ
や
上
海
近
傍
で
は
、
郷
紳
・
商
'A
ザ
・
地
主
等
は
株
式
曾
枇
組
織
に
よ
っ
て
濯
漸
水
路
を
建
設
し
、
規
約
に
定
め
た
料

金
で
水
を
農
民
に
貰
っ
て
ゐ
ゐ
。
帥
ち
己
L
に
於
て
も
洞
套
地
帯
に
見
ら
る
L
如
苦
濯
概
組
織
の
凋
占
が
行
は
れ
、
多
「
、
の
問
題
を

提
供
し
て
ゐ
る
。

四

支
那
は
「
飢
僅
の
岡
」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
飢
箆
の
直
接
的
契
機
は
、
水
災
・
亭
越
に
よ
る
と
と
が
多
い
。
支
郊
歴
史
忙
訟
け
る

水
災
・
早
婚
の
統
計
は
、
多
〈

ρ人
々
に
よ
っ
て
事
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
紀
元
前
一
一

O
六
年
よ
り
一
九
三
一
六
年
ま
で
の
聞
に

水
災
凡
そ
一

O
三
七
問
、
平
均
約
二
ヶ
年
強
に
)
同
で
あ
り
、
事
館
比
一

O
二
一
五
向
、
平
均
約
三
ヶ
年
に
一
同
の
割
合
で
あ
札
。
支

よL・B叫ゾ刷 p 砧邦謀、上巻、凶頁。
H. King: ibid. .p. 97 

J. B. Cressey: ibid': p. 317-18 邦語、 502-3頁。
J. B. Cre出，ey: ibid. P・353 邦謀、 559頁。



那
に
於
て
は
各
省
の
官
官
比
が
賦
税
を
免
除
し
て
貰
ふ
た
め
に
、
屡
々
災
害
を
誇
張
F
H
、
統
計
自
慣
も
不
椛
貨
で
は
あ
る
が
、
i

一
般
的

傾
向
は
明
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
民
閥
一
冗
年
以
来
二
十
六
年
迄
に
、
大
災
一
一
四
問
、
早
魅
一
四
間
の
害
者
に
及
び
、
品
川
災
は
、
黄

河
・
浩
河
・
揚
子
以
一
流
域
に
多
く
、
特
に
黄
河
の
治
水
問
題
は
古
来
最
も
重
要
た
る
問
題
で
あ
っ
た
。
早
越
は
降
水
量
の
砂
い
北
支

に
比
較
的
多
い
の
で
あ
る
が
、
殆
ど
会
支
に
亙
づ
て
限
災
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
支
那
に
長
け
る
水
災
・
皐
魅
は
、
時
間
的
・
空
間

的
に
全
〈
普
遍
的
現
象
で
あ
る
。

女
に
そ
の
規
模
白
大
た
る
こ
と
を
皐
げ
怠
け
れ
ば
た
ち
た
い
。
例
へ
ば
一
日
闘
二
十
年
の
揚
子
‘
汀
・
惟
河
・
運
河
三
流
域
の
洪
水
は
、

被
災
岡
積
四
高
三
千
平
方
哩
、
限
災
民
一
一
千
瓦
百
二
十
寓
人
、
損
失
二
十
億
元
ん
一
報
ピ
ら
れ
、
民
闘
九
年
の
北
支
五
省
の
大
早
魅
で

は
擢
災
民
総
数
は
二
千
寓
人
で
、
そ
白
う
ち
五
十
寓
人
は
死
亡
し
、
組
災
直
域
は
三
百
十
七
勝
で
あ
っ
た
。

災
害
白
周
期
は
極
め
て
短
く
而
も
央
規
模
で
あ
り
、
特
に
氏
周
以
来
般
滅
的
な
る
災
害
が
纏
積
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
災
害
稜
生
後
、

有
放
た
る
針
策
を
矯
し
う
る
以
前
に
更
に
新
た
る
災
害
が
累
積
し
、
構
大
的
に
再
生
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。

か
a
A

る
災
害
は
如
何
な
る
原
悶
花
上
る
白
で
あ
ら
う
か
。
降
水
量
の
少
景
、
一
時
的
豪
閥
、
平
坦
在
る
大
平
原
、
河
川
〈
特
に
北
支
)

白
合
砂
量
白
多
い
と
と
、
就
中
卒
原
上
り
激
米
高
昔
黄
河
の
河
遭
等
は
水
・
日
干
害
の
自
然
的
保
件
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
北
支
に
h
d
凶
り

る
気
候
の
耕
民
化
も
あ
げ
ら
れ
る
a

ま
た
森
林
白
依
如
が
屡
L
指
摘
せ
ら
れ
で
ゐ
る
。
森
林
は
水
流
を
調
節

L
、
降
雨
量
に
も
影
響
を

奥
へ
る
り
で
あ
る
。
現
校
支
那
白
森
林
国
積
は
線
土
地
面
積
む
九
%
弱
に
過
ぎ
た
い
av

森
林
の
依
如
に
閲
し
て
北
支
に
沿
い
て
は

一
般
に
気
候
の
乾
燥
化
が
理
由
と
さ
れ
る
唱
で
あ
る
が
、
本
来
の
寅
十
一
地
帯
に
於
て
は
森
林
が
あ
っ
た
と
い
ム
積
極
的
た
詮
擦
は
な

〈
、
険
加
は
寧
る
歴
史
的
、
枇
曾
的
原
因
に
よ
る
。
政
府
は
植
林
事
業
を
行
は
宇
、
法
令
も
不
備
に
し
て
人
民
は
随
意
に
森
林
を
伐

採
し
、
農
民
も
貧
困
に
し
て
楠
林
を
行
ひ
得
一
夜
か
っ
た
P

地
方
官
腐
は
木
材
を
賓
り
、
貧
民
は
そ
の
根
を
濃
掘
し
た
叫
園
民
政
府
が

或
那
の
農
業
と
ホ

第
王
十
四
巻

第

蹴

O 

O 

天野元之助民、支那農具論、帝園農官報、餌叶一春、第二競歩照。
マヂT-ル著、前損害、 23'貰。，)郵望書特著、中国救荒奥、 5'頁。
W. 'H. Mallory:， chi血 laIld.of'famlne. p. 42--喝

郵雲特著、前掲帯、 40-8頁参照。
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7
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E
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I
P

巻

、，
d
r
M
下

日
制
一

ob臨

む
ケ
弘
一
拍

，H
h
部
済

甘い

A

地
紹

L
I
壊十四

国

'1士
那

町
}
那
支

H
6
6支
熱

害

す

る

白

み

た

ら

十

、

水

利

施

設

を

官

破

壊

す

る

。

白

一

回

、

監

量

=

J

明

イ

郎

水
利
行
政
は
素
侃
円
、
、
i

治
水
経
費
の
犬
部
分
は
機
関
白
行
政
に
消
費
せ
ら
れ
、
水
利
費
は
比
較
的
少
〈
(
民
園
二
十
一
一
年
度
よ
P
中

央

叩

ト

杭

E

」d
宮

市
利
事
業
費
六
百
寓
元
)
1官
僚
は
屡
々
己
れ
を
他
に
流
用
或
は
中
飽

J

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
水
利
技
術
も
未
護
法
で
あ
る
c

崎。咽酌町市

問
頁
同
司
円

、
(
註
一
}
園
民
政
府
成
立
以
雄
主
要
河
川
に
は
水
利
機
闘
が
設
置
さ
れ
た
が
、
臨
立
し
統
制
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
民
闘
二
十
三
年
金
閉
経
問
委
員
曾

M

O
原
著

が
全
国
幽
固
有
機
闘
を
続
告
し
、
職
植
白
統
一
、
人
材
白
集
中
、
経
費
白
節
涜
を
計
っ
た
。
各
省
自
・
有
機
関
は
建
喰
臨
、
査
官
牒
政
府
を
主
昨
日
、
と
一
弘
民

L
中
央
白
指
揮
監
督
を
う
け
る
、
官
官
向
に
水
利
委
員
骨
量
設
け
専
門
事
項
を
審
議
し
水
利
底
を
も
芳
賀
し
た
叫
然
し
水
利
工
宮
完
成
せ
る
も
同
耐
町

田
は
一
部
分
で
あ
る
。

別
著
体
ト

ま
た
、
古
来
有
在
し
た
公
共
的
穀
倉
制
度
は
、
一
九
一
一
一
年
革
命
。
費
用
を
緋
守
る
た
め
寅
排
は
れ
、
岡
民
政
府
に
よ
っ
て
破
棄

Z
持
、
ツ

暗
雲
蕗
イ

引
郡
伊
ウ

さ
れ
、
災
害
の
被
害
を
大
た
ら
し
め
た

o

p

-

併
し
乍
ら
災
摘
を
横
大
せ
し
め
る
最
も
根
本
的
友
る
原
因
は
、
農
家
の
経
済
生
活
が
窮
迫
し
、
殆
E
飢
餓
線
忙
紅
い
生
活
を
績
砂

支
那
白
農
業
と
ホ

C 

第

競

O 

、
第
五
十
四
巻

南
京
首
長
都
後
「
遁
林
運
動
」
を
規
定
し
、
質
業
部
に
林
撃
者
を
特
設
し
た
が
、
政
局
白
影
響
を
交
砂
、
或
は
人
事
の
不
通
常
の
震
に

大
多
数
白
渇
称
事
業
は
挫
折
し
て
ゐ
る
。

水
災
・
皐
越
は
自
然
的
保
件
を
契
機
と
し
て
生
じ
る
。
自
然
の
暴
威
白
強
い
支
那
に
於
て
は
、
洪
水
・
阜
魅
を
完
全
に
避
け
る
こ

と
は
恐
ら
〈
困
難
で
あ
ち
ろ
。
併
し
乍
ら
、
そ
れ
は
所
調
車
た
る
天
災
で
は
た
い
。
支
那
農
業
の
生
産
力
の
問
題

l
共
の
低
滞
怯

i

と
し
て
把
握
さ
る
べ
き
で
る
ら
う
。
何
故
に
災
摘
を
超
す
様
在
大
き
な
字
越
と
洪
水
が
趨
る
か
と
云
ム
少
〈
と
も
そ
の
一
つ
の
明
白

は
、
一
定
の
経
済
政
策
を
持
ち
、
た
れ
を
遂
行
す
る
手
段
さ
へ
奥

m
ら
れ
て
居
れ
ば
今
日
迄
に
常
然
寅
行
し
得
た
筈
の
自
然
征
服
が

未
だ
に
行
は
れ
て
ゐ
危
い
ム
」
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
人
潟
的
左
る
自
然
症
服
は
水
利
事
業
と
し
て
表
現
き
れ
る
。
支
部
に
於
け
る
水
利

事
業
の
荒
肢
は
、
政
治
上
の
無
政
府
欣
態
に
よ
り
一
屠
悪
化
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
内
乱
・
軍
関
・
上
陸
の
跳
梁
は
水
利
事
業
を
阻

)
)
)
)
 

4
5
7
8
 



頁2
 

利
貸
安
本
白
樫
語
、
列
強
資
本
主
義
園
白
経
済
的
侵
入
等
枇
曾
・
経
済
的
諸
制
係
に
よ
っ
て
損
大
強
化
せ
ら
れ
で
ゐ
る
。

J

か
ミ
る
農
は
叫
が
水
利
事
業
主
数
回
最
的
に
た
し
得
な
い
己
と
は
寧
ろ
営
然
の
と
と
で
あ
り
二
度
自
然
的
僚
件
を
契
機
と
し
て
洪
水
.
南
叩
雄

二

と

早
越
が
起
る
や
、
そ
れ
は
此
等
枇
曾
的
諸
一
腺
凶
に
よ
っ
て
恐
る
べ
き
災
一
脚
に
時
化
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
交
通
機
関
白
不
備
は
第
醐

モ
白
救
済
主
困
難
な
ら
し
め
る
。

A

京
都

肉

一

第

口

支

か
く
て
目
匹
見
え
A
Y
と
も
絶
え
干
支
那
に
存
在
し
て
ゐ
る
疾
患
が
、
最
後
の
段
階
に
達
し
た
姿
が
飢
舗
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
永

村
期
書

久

飢

低

で

あ

る

。

農

一

彦

圏
第
草

山一一也捕

討
三時

鴻
設
党
美

建
研
佐
。

利
済
極
文

ホ
ー
担
桶
論

圏
、
、
掲

中
林
著
前

、
赤
イ
、

超
之
本
超

西
国
戸
酉

張
中
ト
張

て
ゐ
る
と
い
ふ
妖
態
に
在
る
で
あ
ら
う
。
華
洋
義
賑
曾
白
直
隷
・
江
蘇
・
山
東
・
安
徽
及
び
淑
江
三
岡

O
村
落
、
七

.
0
九
七
戸
の
調
俊

5
 

に
よ
れ
ば
、
東
方
白
村
落
人
口
白
半
以
上
、
北
方
白
そ
れ
の
五
分
の
四
以
卜
が
貧
之
線

9
0
4
2
2
4
Z
Z
)
以
下
の
牧
入
で
あ
っ

Jh。

か
ミ
る
農
家
の
窮
迫
は
、
耕
地
面
積
に
比
し
て
徐
り
に
も
過
剰
な
る
人
口
闘
係
を
地
盤
と
し
、
官
僚
・
軍
閥
・
地
主
の
牧
取
、
商
業
高

水
災
・
早
越
の
及
す
影
響
は
、
車
に
人
命
、
財
産
白
損
害
の
み
左
ら
や
、
耕
地
を
埋
淡
じ
荒
地
を
増
加
し
、
農
業
生
産
子
段

E
奪

ひ
、
農
業
生
産
力
並
に
農
村
の
購
買
力
主
極
度
に
低
下
せ
し
め
る
白
で
あ
る
。
備
ほ
排
水
施
設
心
不
備
は
水
災
を
強
化
す
る
。
滞
水

一
「
、
三
年
に
及
ぶ
己
と
も
あ
る
。
か
く
し
て
園
民
経
済
そ
の
も
の
L
基
礎
を
動
揺
せ
し
め
、
枇
合
的
、
政
治
的
忙
も
大
宮
る
影
響
を

奥
へ
る
。
向
ほ
洪
水
に
就
い
て
は
恰
も
ナ
イ
ル
河
の
践
及
忙
於
砂
る
が
如
く
、
肥
沃
た
る
土
壌
を
沖
積
し
、
低
祖
師
地
主
耕
地
と
化

L

土
壌
の
肥
沃
度
を
補
充
し
、
北
方
平
原
に
告
い
で
は
脱
蹴
作
用
を
憐
む
等
凸
積
極
的
郁
面
が
指
摘
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
。
併
し
斯
か
る
作

用
は
農
業
経
営
が
組
放
的
怠
る
時
代
に
は
重
要
た
る
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
我
々
は
洪
水
の
奥
へ
る
災
酬
と
樹
比
し
、

か
与
る
部
面
を
過
大
評
債
す
る
己
と
は
出
来
た
い
，
も
R
W
A

斯
か
る
災
踊
に
も
拘
ら
4
y
根
強
く
生
存
を
積
砂
る
支
郊
民
放
の
生
活
力
は

一
つ
の
驚
鼠
で
あ
る
。

支
那
の
農
業
'
t
ホ

第
五
十
四
巻

O 

第
一
一
割
↑

o=一

一一一一一一一日一

j

j
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支
那
の
農
業
と
ホ

第
五
十
四
巻

O 
四

傍

観

O 
四

草

。

耳

/

閥

均

以
上
に
於
て
我
々
は
、
支
那
農
業
に
於
け
る
水
の
問
題
を
、
農
業
生
産
と
の
闘
聯
に
於
て
人
工
海
祝
並
に
防
次
・
排
水
の
↓
「
り
の
珍
町
内

〆
部
副
よ
り
之
を
考
察
し
た
。
併
し
乍
ら
と
の
こ
つ
の
機
能
は
由
官
接
取
る
闘
係
に
あ
る
。
北
方
平
原
に
於
て
は
井
戸
港
慨
を
主
と
す
る
ア
ふ
品

故
直
接
の
闘
聯
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
河
川
の
流
域
は
一
一
つ
の
機
能
が
有
機
的
に
結
合
し
て
ゐ
る
o

特
に
南
支
水
岡
地
帯
に
於
で
は
、
州
比
一
時
一
品

畠
活
、
持

ク
り

1
ク
の
改
修
・
法
機
・
吋
岸
の
強
化
等
雨
機
能
は
同
時
に
必
要
で
あ
り
、
防
水
・
排
水
施
設
白
確
立
は
濯
概
白
安
定
化
を
い
意
味
下
復
書
J

ふ
に
掲
著

す
る
。
水
が
多
過
ぎ
た
り
、
ま
た
少
過
ぎ
た
り
J
ず
る
乙
曹
と
は
支
那
農
業
白
死
活
問
試
で
あ
り
、

k
の
統
御
は
農
業
生
産
白
前
提
保
慨
年
前
ル

3

明
一
戸
、
ゲ

件
で
あ
る
。
治
水
事
業
は
歴
代
朝
廷
D
最
も
重
要
左
る
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
北
支
農
業
に
於
け
る
瀦
瓶
地
白
有
利
性
は
肢
に
指
割
高
↑

摘
し
た
が
、
井
戸
、
渠
道
の
開
撃
に
よ
り
摺
概
地
面
積
を
増
大
す
る
と
共
に
、
資
一
型
地
に
諸
河
川
の
治
水
事
業
が
農
業
生
産
力
D
維
龍
一
一
・
刀

-
H

ぱ
ト
M
V

持
増
進
の
潟
に
結
封
的
に
必
要
で
あ
ら
う
。
南
支
に
於
け
る
水
田
経
替
は
支
那
長
業
の
基
礎
を
左
し
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
何
れ
の
縞
和
イ

曹
と
り
一
陵

地
帯
に
於
い
て
も
、
農
民
は
現
代
支
那
枇
舎
の
性
格
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
極
め
て
窮
迫
せ
る
経
済
生
活
に
在
り
、
水
利
事
業
を
積
極
濡
問
E

、リ

自
E

P

:

ヨ
骨

的
に
左
し
う
る
可
能
性
少
〈
J
濯
翫
用
水
は
一
部
郷
紳
に
漏
占
せ
ら
昌
弘
傾
向
も
存
し
、
近
代
的
瀧
税
方
法
も
寧
ろ
商
人
白
企
業
と
醐
曲
目
臨

し

て

経

営

さ

れ

て

ゐ

る

貫

放

で

あ

る

。

時

間

p
p
w

罷
d
d
以

支
那
農
業
は
我
固
と
同
じ
く
季
節
風
に
支
配
せ
ら
れ
、
そ
白
自
然
力
へ
の
針
抗
の
た
が
、
既
比
相
首
の
集
約
経
替
で
あ
ら
ね
ば
な
鵬
出
一
山
筏

』に

:
6

U

げ
な
い
、
そ
白
土
、
濯
概
と
段
丘
付
け
に
よ
り
更
k
k
u
h
h
集
約
度
の
増
大
を
必
要
左
ら
し
め
る
と
共
に
、
驚
〈
ペ
昔
過
剰
な
る
人
口
お
吋
吋
乱

暴
中
を
可
能
左
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ロ
而
も
か
L
る
集
約
的
た
る
支
那
農
業
白
生
産
力
は
極
め
て
低
滞
L
て
ゐ
る
。
治
水
、
特
則
刷
綱

濯
淑
の
問
題
も
農
業
生
産
力
白
増
進
、
更
に
は
農
業
の
近
代
化
へ
の
一
部
門
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
友
け
れ
ば
な
-
ら
な
い
。
併
担
E
E
時

事

w
w地

し
、
そ
れ
は
具
閥
的
に
は
土
地
所
布
開
係
、
経
笹
規
模
等
に
規
定
せ
色
れ
て
を
り
、
北
(
他
向
限
多
〈
の
問
題
を
残
し
て
ゐ
る
。
此
等

9
4
9の

の
諸
問
題
の
考
察
は
別
白
機
曾
に
譲
る
己
と
t
A

す
る
。
(
一
六
・
二
・
コ
六
)

z

z

z

z




